
樹
上
選
果

　
先
月
か
ら
行
っ
て
い
る
樹
上
選
果
を
引
き
続
き
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
落
と
す
果
実
は
、
外
観
不
良
果
・
天
成
り
果
・
小
玉
果
・

遅
れ
花
果
等
で
す
。

収
穫

　
収
穫
開
始
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
果
実
の
生
育
を
見
て
、
着

色
が
７
分
以
上
の
も
の
か
ら
区
分
採
取
を
し
て
く
だ
さ
い
。
収

穫
は
手
袋
を
着
用
し
、
軸
の
二
度
切
り
を
徹
底
す
る
な
ど
丁
寧

な
作
業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

浮
皮
軽
減
対
策

①
ク
レ
ン
ト

４
～
５
分
着
色
期
に
ク
レ
ン
ト
１
０
０
倍
を
散
布
し
ま
し
ょ

う
。
散
布
後
の
降
雨
は
効
果
を
低
下
さ
せ
る
の
で
、
天
候
を
見

極
め
て
か
ら
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

②
フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤

フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
３
０
０
０
倍
を
蛍
尻
期
に
散
布
し
ま
し
ょ

う
。
熟
期
促
進
目
的
と
浮
皮
軽
減
目
的
で
の
使
用
は
、
合
わ
せ

て
年
間
２
回
ま
で
で
す
。
過
去
の
使
用
状
況
を
確
認
し
て
か
ら

使
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
樹
勢
の
低
下
し
た

樹
に
は
散
布
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

秋
肥

　
秋
肥
は
、収
穫
後
の
樹
勢
回
復
や
耐
寒
性
を
向
上
さ
せ
る「
礼

肥
」的
な
働
き
と
、次
年
度
の
着
果
量・発
芽
量
を
確
保
す
る「
元

肥
」
的
な
働
き
が
あ
る
重
要
な
施
肥
で
す
。
地
温
が
12
℃
以
下

に
な
る
と
吸
収
効
率
が
悪
く
な
る
た
め
適
期
に
適
量
を
施
用
し

て
く
だ
さ
い
。

・
青
島
温
州
（
11
月
上
旬
）

　
　
　
　
粒
状
固
形
２
４
８　
60
㎏
／
10
ａ　
ま
た
は
、

　
　
　
　
柑
配
６
号　
　
　
　
80
㎏
／
10
ａ

病
害
虫
防
除

　

収
穫
前
に
貯
蔵
病
害
予
防
の
た
め
の
薬
剤
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
防
除
だ
け
で
な
く
、
果
実
の
丁
寧
な
取
り

扱
い
や
貯
蔵
管
理
の
徹
底
な
ど
、
す
べ
て
の
管
理
が
貯
蔵
病
害

の
発
生
防
止
に
は
重
要
で
す
。

・
ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25　
　
　
２
０
０
０
倍（
収
穫
前
日

－

３
回
）

・
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤　
　
４
０
０
０
倍（
収
穫
前
日

－

４
回
）

予
措

　
収
穫
後
、
果
実
を
日
陰
の
風
通
し
の
良
い
場
所
に
置
き
、
１

週
間
か
け
て
ミ
カ
ン
を
乾
燥
し
、
３
％
～
５
％
程
度
を
目
安
に

果
実
重
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
予
措
を
行
う
こ
と
で
水
分
が
減
少

し
、
傷
つ
き
に
く
い
果
実
に
な
り
ま
す
。

ウ
ン
カ
類
の

被
害
が
多
発
中

丁
寧
な
収
穫
作
業

ウ
ン
カ
類
の
発
生
に
つ
い
て

　
近
年
、ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
を
始
め
と
す
る
ウ
ン
カ
類
に
よ
り
、

坪
枯
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
管
内
の
全
地
域
で

坪
枯
れ
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
次
期

作
に
向
け
て
ウ
ン
カ
の
特
性
を
理
解
し
、
万
全
な
対
策
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

　
坪
枯
れ
の
原
因
と
な
る
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
、
日
本
で
越
冬

で
き
ず
、
梅
雨
時
期
に
中
国
大
陸
か
ら
飛
来
し
ま
す
。
水
田
に

飛
来
し
た
ウ
ン
カ
類
は
、
世
代
を
経
る
ご
と
に
爆
発
的
に
増
殖

し
、
集
団
で
稲
を
吸
汁
し
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
に
は
坪
枯
れ
を

引
き
起
こ
し
ま
す
が
、
坪
枯
れ
に
な
ら
な
く
て
も
、
ウ
ン
カ
類

が
多
発
す
る
と
登
熟
歩
合
や
千
粒
重
の
低
下
に
よ
る
減
収
、
玄

米
外
観
品
質
の
低
下
に
よ
る
検
査
等
級
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

ウ
ン
カ
類
の
防
除
に
つ
い
て

　
ウ
ン
カ
類
の
飛
来
が
多
い
年
は
、
世
代
の
経
過
と
と
も
に
発

生
密
度
が
非
常
に
高
ま
り
、
害
虫
の
成
長
段
階
も
複
雑
に
な
る

た
め
、
本
田
防
除
の
み
で
は
充
分
な
防
除
効
果
が
得
に
く
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
残
効
期
間
が
長
く
、
効
果
的
な
育
苗
箱

施
用
剤
を
使
い
、
発
生
初
期
か
ら
密
度
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
本
田
防
除
で
は
、
粒
剤
に
比
べ
て
液
剤
の
方
が
効
果
的
な
薬

剤
が
多
く
、
素
早
く
効
果
が
得
ら
れ
る
た
め
、
多
発
地
域
で
は

液
剤
散
布
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ウ
ン
カ
類
は
稲
の
株
元
を
好

む
た
め
、
薬
剤
が
株
元
に
ム
ラ
な
く
か
か
る
よ
う
に
、
ス
ズ
ラ
ン

墳
口
や
広
角
噴
口
等
を
使
用
し
、
丁
寧
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ン
カ
類
に
効
果
的
な
薬
剤

ウ
ン
カ
類
は
毎
年
多
発
生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
比
較

的
発
生
が
多
い
地
域
は
、ウ
ン
カ
類
に
対
す
る
防
除
を
徹
底
し
、

万
全
な
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
多
発
し
た
こ
と
を
受
け
、『
令
和
３
年
産
水
稲
肥
料
農

薬
年
特
予
約
申
込
書
』
に
ウ
ン
カ
類
に
効
果
的
な
薬
剤
を
掲
載

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
育
苗
箱
施
用
剤
〉
ウ
ン
カ
類
に
対
す
る
残
効
は
70
～
80
日
程
度

殺
虫
＋
殺
菌
剤

フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
箱
粒
剤
・
ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
Ｌ
粒
剤

殺
虫
剤　
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
箱
粒
剤

〈
散
布
剤
〉
ウ
ン
カ
類
に
対
す
る
残
効
は
数
日
～
10
日
程
度

殺
虫
剤　
エ
ミ
リ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
収
穫
７
日
前
ま
で
）

※
登
録
作
物
が
「
稲
」
の
み
の
た
め
、
散
布
の
際
は
ド
リ
フ
ト

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
経
営
支
援
課
　
石
田

農
業
経
営
支
援
課
　
石
田
哲
也
哲
也

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木
大
造
大
造
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